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重信川流域の
治水的土木遺産等

0 3,000m1,500
1:30,000

『日本の近代土木遺産～現存する重要な土木構造物2800選』、
『伊予史談』、『洪水の市坪村備忘録から松山中央公園化
する市坪村を眺めつつ』、『愛媛の土地改良』、『松山市史料集』
などの市史･町史などを参考にとりまとめた。
十分にとりまとまってない部分もあり今後も適宜情報を
収集して更新を行っていく予定である。
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06古川霞堤

06市坪霞堤

06井門霞堤

06広瀬霞堤

06中野霞堤
06井口霞堤

06南野田霞堤

06開発霞堤

06見奈良霞堤

09赤坂泉

11柳原泉

10三ヶ村泉

27岩堰と岩堰橋

28市之井手堰

23古照遺跡（松山市考古館） 25 旧石手川の痕跡と
 八股榎お袖大明神

15除ケの堰堤

14菖蒲堰

03松前城址

16安長堤

01瀧姫神社

24足立重信の墓所（来迎寺）

20石手川の松並木と持田太郎兵衛（若宮神社）

05出合の句碑

19おかよ地蔵

08窪田兵右衛門の墓地

07左馬之助殿堤

13別府の石造物群

12雨乞い三面

26松山城

18石手川橋梁

22石手寺と衛門三郎再来伝説

02義農作兵衛と義農神社

21義安寺と蛍

04出合渡し

04大間渡し

04伽藍の渡し

29湧ヶ淵と大蛇伝説

04塩屋渡し

04北川原渡し 04中川原渡し

17鎌投げ

17曲げ出し

石手川ダム

〒790-8574 松山市土居田町 797-2
TEL 089(972)0034　FAX 089(972)8056

国土交通省四国地方整備局
松山河川国道事務所

重信川流域にある泉リスト（松前町、伊予市、砥部町）

重信川流域にある泉リスト（松山市）

重信川流域にある泉リスト（東温市）

土木遺産リスト
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瀧姫神社

義安寺と蛍
石手寺と衛門三郎再来伝説
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重信川の渡し

松山城
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石手川橋梁
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26
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おかよ地蔵
石手川の松並木と持田太郎兵衛（若宮神社）

三ヶ村泉
柳原泉

鎌投げ（足立重信）と曲げ出し（大川文蔵）

重信川の霞堤
左馬之助殿堤

足立重信の墓所（来迎寺）

番号 場所 名称 形状 農業 開発年

1

伊予郡
松前町

カラスマル泉 井戸 農業用水 　
2

伊予市

有明泉（大間川泉） 湧出 自然
3

伊予郡
砥部町

福徳泉 湧出
4 神取泉 湧出 農業用水
5 神崎新泉 井戸 農業用水
6 出作新泉 湧出 農業用水
7 不明 枯渇
8 ちどぶ泉 埋没
9 七反地泉 井戸 農業用水
10 ひょこたん泉 湧出 改修1993
11 斉ノ神泉 湧出 農業用水
12 すわ泉 井戸 農業用水
13 泉ノ元 井戸 農業用水
14 木の窪 埋没
15 正善地泉 井戸 農業用水
16 三宝泉 井戸 農業用水
17 補助泉 湧出 農業用水
18 天王泉 井戸 農業用水
19 表の窪 井戸 廃止
20 上井手泉 井戸 農業用水
21 北野泉 井戸 農業用水
22 中野泉 湧出 廃止
23 － － －
24 赤坂泉 湧出 1781
25 払川泉 井戸 農業用水
26 1号泉 井戸 農業用水 1937頃

1937

現　在

有明公園として景観・親水的な整備済み。
福徳泉公園として整備済み。ビオトープも良好。
ポンプによる汲み上げ式。
ポンプ施設有り。
景観・親水的な整備済み。
ゴミの堆積。
宅地造成により埋没。
ポンプ施設有り。
ひょこたん池公園として整備済み。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
田畑利用。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。ポンプによる汲み上げ式。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設等撤去済み。防火用水として利用。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設等撤去済み。
夫婦伏樋管の改築により埋没。
桜づつみ公園として整備済み。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。

番号 場所 名称 形状 農業 開発年

27 西ノ泉 埋没
28 新開泉 井戸 農業用水
29 かきつばた泉 上水道水源
30 不明 井戸 農業用水
31 はぜの木泉 上水道水源
32 宮地泉 上水道水源
33 表神田泉 上水道水源
34 天王泉 埋没
35 前田泉 井戸 農業用水
36 昭九泉 上水道水源 1934
37 北井門新泉 湧出 農業用水 改修1934
38 加賀須泉 上水道水源
39 御茶堂泉 上水道水源
40 どんこ泉 上水道水源
41 立石泉（おとい泉） 井戸 農業用水
42 上泉 井戸 農業用水
43 権現泉 廃止
44 新永末泉 井戸 農業用水
45 豆尻泉 井戸 農業用水
46 不明 埋没
47 不明 埋没
48 弁天泉 湧出 農業用水
49 亀が淵泉 井戸 農業用水
50 永末泉 井戸 農業用水
51 平塚泉 井戸 農業用水
52 宮前泉 埋没
53 お墓泉 上水道水源 1934頃
54-1 夫婦北泉 湧出 1724
54-2 夫婦南泉 湧出 1757
55 北の泉 井戸 農業用水
56 権現泉 井戸 農業用水 1934
57 立待泉 湧出 農業用水 自然
58 桜井泉 湧出 農業用水
59

（旧）松原泉 埋没
（新）松原泉 湧出

60 鷹巣泉 湧出 農業用水 1850
61 日下泉 湧出 農業用水
62 一番泉 湧出 農業用水
63 清水泉 井戸 農業用水
64 室木泉（来住泉） 湧出 1854
65 杖ノ淵泉 湧出
66 宮前泉 廃止 埋没 1914
67 行屋泉 湧出 農業用水
68 梅斉院泉 湧出 農業用水 1915頃
69 舟入泉 湧出 農業用水
70 バラクロ泉 上水道水源
71 舟入上泉 井戸 農業用水
72 一本松泉 井戸 農業用水
73 沢池泉 湧出 農業用水
74 大除泉 井戸 農業用水 1929
75 五反地泉 湧出 農業用水 1760頃
76 五反地泉 井戸 農業用水
77 新井手泉 井戸 農業用水
78 不明 湧出 農業用水
79 マゴシン泉 湧出 農業用水
80 大蛇泉 井戸 農業用水
81 堂ノ元泉 湧出 農業用水
82 龍神泉 湧出 農業用水
83 役所泉（役者泉） 湧出 農業用水
84 ナカノドイ泉 井戸 農業用水
85 不明 湧出 農業用水
86 仲太泉 湧出 農業用水
87 新畑泉 湧出 農業用水
88 オセキ泉 湧出 農業用水
89 梅ノ木泉 埋没
90 源助泉 井戸 農業用水
91 東泉 井戸 農業用水
92 中野新泉（上整理泉）湧出 農業用水

現　在

JR用地内であり埋没。
ポンプ施設有り。
かきつばた浄水場の水源として改修済み。
ポンプ施設有り。
はぜの木水源地として改修済み。
宮地水源地として改修済み。
表新田水源地として改修済み。
宅地造成により埋没。松山市第４観測井戸。
ポンプ施設有り。
昭九水源地として改修済み。
コンクリートで整備済み。ポンプによる汲み上げ式。
加賀須水源地として改修済み。
御茶屋水源地として改修済み。
どんこ泉水源地として改修済み。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
湧出は無い、利用されている痕跡無し。
ポンプ施設有り。
豆尻水源地として改修済み。
宅地造成により埋没。
宅地造成により埋没。
公園として整備済み。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
公園整備のため埋没。
柿ノ木第１水源地として改修済み。
ポンプ施設有り。
一部コンクリートで護岸の修繕有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
湧水部は改修済み、水路部等は未改修。
コンクリートで護岸整備済み。

河川工事により埋没。
自然再生事業により復元。森林公園内に整備済み。

ポンプによる汲み上げ式。
親水的な整備済み。
コンクリートで護岸整備。河川区域内で水利権を持つ。
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。隣接地に公園有り。
コンクリートで整備済み。隣接地に公園有り。
宅地造成により埋没。
コンクリートで整備済み
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。
バラクロ水源地として改修済み。
湧水池が近くに有り。併用の可能性有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
一部コンクリートで護岸改修有り。
ポンプ施設有り。
取水堰の改築に伴い、施設の改築有り。
コンクリートで整備済み。
樹林（竹林）が多い。
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。浮き草が大繁殖。
コンクリートで整備済み。龍神神社内に有り。
石積護岸で整備済み。樹林地と草地有り。
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。
ポンプによる汲み上げ式。
ポンプによる汲み上げ式。
樹林地で良好。
樹林も無く、盛土され埋没。
ポンプによる汲み上げと併用。
ポンプ施設有り。
樹林地で良好。

1937

松
　山
　市

番号 場所 名称 形状 農業 開発年

93

東温市
 旧
 温泉郡重信町

東温市
 旧
 温泉郡川内町

沢泉 井戸 農業用水
94 不明 埋没
95 末光泉 湧出 農業用水
96 池の東泉 井戸 農業用水
97 大割泉 湧出 農業用水
98 野都子泉（立石泉） 湧出 農業用水 1749
99 平松泉 井戸 農業用水
100 八造泉 埋没 貯水池 1918
101 水神泉 埋没
102 よごい泉 埋没
103 原（宮）の前泉 埋没 1918
104 二十日泉 埋没
105 ホリヌキ泉 埋没
106 大地泉 井戸 農業用水 1824
107 野中泉 湧出 農業用水
108 砂子地泉 埋没 1918
109 上組古泉 井戸 農業用水
110 上組新泉 井戸 農業用水
111 横畑泉 埋没
112 宮の東泉 井戸 農業用水 1920
113 龍沢泉 湧出 農業用水 改修
114 太郎丸泉 井戸 農業用水 1816
115 上野泉 井戸 農業用水 1934
116 水木泉 湧出 農業用水 1778
117 玉淵泉 埋没 1834
118 三ヶ村泉 湧出 農業用水
119 柳原泉 湧出 農業用水 1790
120 松之花泉 井戸 農業用水 1797
121 上村新泉 井戸 農業用水
122 上村古泉 簡易水道水源
123 梅田泉 湧出 農業用水
124 森之木古泉 埋没
125 森之木（新）泉 湧出 農業用水
126 お吉泉（戌亥泉） 湧出 農業用水 1809頃
127 五ヶ村泉 埋没 1789
128 宮の前泉 井戸 農業用水 1843
129 道向窪 湧出 農業用水

現　在

ポンプ施設有り。
河川工事により埋没。
上流水路より泉へ流入。
ポンプ施設有り。
石張護岸で改修済み。ポンプによる汲み上げと併用。
樹林地で良好。
ポンプ施設有り。
コンクリートで整備済み。
宅地造成により埋没。
宅地造成により埋没。
公園整備に伴い埋没。
重信工業団地造成のため埋没。
河川工事により埋没。
ポンプ施設有り。
親水公園的な整備済み。
敷地造成により埋没。
南野田上組第１泉として整備済み。
南野田上組第2泉として整備済み。
牛渕横畑公園整備のため埋没。
ポンプ施設有り。
親水公園的な整備済み。
ポンプによる汲み上げ式。
牛渕横上野農村公園として整備済み。
ポンプによる汲み上げ式。
宅地造成により埋没。
樹林地で良好。
樹林地で良好。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプ施設有り。
ポンプによる汲み上げと併用。
水田利用。
樹林は無く、草地が多く良好。
コンクリートで整備済み。国天然記念物「オキチモズク」発祥地。
高速道路建設により埋没。
吉井神社と隣接。
泉周辺を改修中。湧出部の確認不可。

130 鯛ヶ淵 湧出 農業用水
131 町裏泉 湧出 農業用水

コンクリートで整備済み。
ポンプによる汲み上げと併用。
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四国山地砂防事務所重信川砂防出張所
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06重信川の霞堤
先人が編み出した川との付き合いかた
　重信川には、急流河川において昔から用いられる霞堤が9 箇所あり特徴のひとつとなっています。霞堤は、堤防のある区間に開口部を設け、その下流側の堤防を堤内地側に延長させて、開口
部の上流の堤防と二重になるようにした不連続な堤防です。戦国時代から用いられており、霞堤の区間は堤防が折れ重なり、霞がたなびくように見えるようすから、こう呼ばれています。　霞
堤には、大水が出た時に水をわざと溢れさせて堤防の決壊を防ぐ遊水効果と、上流で氾濫した水を、霞堤の開口部からすみやかに川に戻し、被害の拡大を防ぐ氾濫戻し効果があります。

重信川・石手川の水制
川の名前にもなった、足立重信の功績。
重信川の水制 鎌投げ

　重信川は急流河川であるため、堤防の侵食を防ぐために古くから
多くの水制工が設置されてきました。昭和18（1943）年の甚大な洪
水被害を受けて、国による河川改修が始まり、護岸工、根固工とと
もにコンクリート製の透過水制が多くつくられ、またそれまでに築
造されていた石積構造の不透過水制を含めて、以降これらを補修、
補強を繰り返し対応してきました。

17 鎌投げ（足立重信）と曲げ出し（大川文蔵）
　足立重信が造った石手川新河道は、流路の固定を目的とした千鳥掛
の波戸（鎌投げ、鎌出しと呼ばれる水制工）が構築されました。しかし、
当時治水の根源をなす治山が不十分であったため、土砂の流出が激し
く、河川はたびたび氾濫し、堤防が決壊しました。
　そこで改修後約100年たった享保8（1723）年、西条の浪人・大川文
蔵が、両岸から 河心に直角に突き出した「曲げ出し」を採用して、石手
川の川幅を減じ、水制を改め、川底を深くする改修を行いました。
　足立重信の「鎌投げ」は湯渡橋の下流右岸に、大川文蔵の「曲げ出し」
は石手川公園の中に今でも残されています。

曲げ出し

重信川の泉
農業用水として、生活用水として、憩いの場所として。
　重信川流域には非常に多くの泉が存在します。その多くは近世に灌漑用水として
開発され、人の手が加わることによって維持されていきました。そのため泉は松山平
野の農業・農村生活と切っては切れない密接な関係にあり、また重信川に生息する生
物やかつて生息していたであろう生物が今も生活している貴重な場所でもあります。

　天明元（1781）年に掘り当て、松山藩預
所徳丸村・出作村・大洲領八倉村・宮ノ下
村・上野村を潤しました。
　重信川の伏流水が豊富に湧き出る泉の
周辺は公園整備され、160本植えられた
桜が見事で、お花見、ジョギング、サイク
リングなどの憩いの場になっています。

　牛淵・南野田・北野田が三ヶ村井堰用水
に依存していたのを補うために掘られた
もので、代官金子文左衛門の裁許で、天
明元（1781）年から寛政2（1790）年ま
での10年を費やして掘られたといわれ
ています。「四国のみずべ八十八カ所」に
も選ばれています。

　明和7（1770）年、田窪村・牛渕村の灌
漑用として開発されましたが、寛政10
（1798）年に泉床を変更して現在位置に
掘りかえられ、その後文久2（1862）年
の重信川氾濫の際に埋没し、半分を復旧
するまで10年以上を費やすなど維持管
理に労力を要した泉です。

09赤坂泉

10三ヶ村泉 11柳原泉（又は、さんが
   むらいずみ）

土木遺産リストの分類

泉
水　制
霞　堤

文学、伝説など
まちづくり・交通に関わるもの
神社仏閣 墓碑・地蔵など
治水・利水に関する施設

直轄管理区間

水　制

足立重信が関わったもの

流域界

国　道

凡　例

主要地方道

高速道路

鉄道（ＪＲ）

鉄道（伊予鉄道）

自転車道

四国八十八箇所霊場

重信川自転車道 延長 24.5km

　慶長年間、足立重信は、岩だらけの淵
を、のみやつちで掘削する気の遠くなる工
事を成し遂げ、城下は洪水の被害を受けな
くなりました。岩堰付近の赤い橋は、数少
ない大正期の吊橋で、土木学会の近代土木
遺産です。

27

　起源は中世期で、樹木で水をせき止める
「粗朶堰」といわれ、水が漏れやすい特徴を
活かして、扇状地に等しく分水する工夫をし
ていました。近代的合同用水施設が出来る
までは、分水権をめぐって度々水論がおこ
りました。

14

　旧石手川は岩堰から石手寺、持田をとお
り、南堀端（八股榎）箇所を流れていました
が、加藤嘉明が足立重信に命じて現在の石
手川に付け替わりました。八股榎は嘉明の
夫人が人夫達に握り飯を饗したところと言
われ、お袖狸の伝説があります。

25

　松前城南を流れていた重信川により城周
辺は水害を蒙っており、加藤嘉明は足立重
信に命じて現在の流路とし、加藤左馬之助
嘉明の名をとって、左馬之助殿堤と呼んで
いたようです。

07

　元和6（1620）年、承応3（1652）年の
洪水で石手川の堤防は決壊し、市坪地区は
水没しました。郷士安長九郎左衛門は私財
をすべて投げ出し堤防を改修し、その功績
により堤防は「安長堤」と呼ばれています。

16

　足立重信は、寛永2（1625）年に病没し、
城の見える城北・来迎寺の丘に葬られまし
た。大正8（1919）年、正五位が贈られた
のを機に「足立彰功会」を作り、大正14
（1925）年に寺の松田池に面した地に「足
立重信公頌功之碑」を建立しました。

24

　明和8（1771）年の大干ばつによる水論で
は、下麻生村組頭であった窪田兵右衛門が
村人を救うために責を一身に引き受けて刑
死となりました。八倉八蔵寺と八倉公民館に
は、兵右衛門の墓と碑が建てられています。

08
　伊予郡松前町の特徴的な雨乞いに、神社
の神面を用いた方法があります。浮島神社
と徳威三嶋宮が隔年で保管する慣例と
なっている三面の仮面は、由諸も古く、市
の文化財に指定されています。

12

　松前町と東温市の神面を用いて実施さ
れる雨乞いは、「お瀧姫」にちなむ「おた
た」が参加して行われています。お瀧姫は
瀧姫神社に祀られています。

01

　河野彦四郎義安が建てたとされ、天正
13（1585）年に河野家が滅亡した時、家
臣一同が二君に仕えぬ誓いで自刃し、そ
の侍たちの精霊が大型の蛍になったとい
う伝説もあり、義安寺蛍や源氏蛍とも呼
ばれ親しまれています。

21

　上流の荒廃を防ぐため、県直営工事とし
て昭和7（1932）年に着工した砂防堰堤で
す。圧倒的な造形美と高度な施工技術で、
国の文化財、土木学会の近代土木遺産等に
指定されています。

15

　石手川にある堰の最上流にあたり、井手若
狭守によって天正７（1579）年に完成した最
古の堰と考えられています。近郷の人々が、
その功績をたたえ彼の名にちなんだ井出神
社（須我神社内）を造営したそうです。

28

　足立重信が普請奉行を務め、慶長 7
（1602）年1月に築城工事を開始、20余年
の歳月を要して完成しました。松山城は、
日本で 12か所しかない、江戸時代以前に
建造された天守を有する城郭の一つで、松
山平野や瀬戸内海などを見渡せます。

26 松山城

　二年続きの洪水が起こった享保7（1722）
年、人柱のため、当時三歳になる女の子
「おかよ」が犠牲になりました。この翌年、
石手川の改修工事が始まり、約100年に
渡り大きな洪水はおこりませんでした。
「おかよ地蔵」は、その幼い少女を供養す
るために作られたそうです。

19 おかよ地蔵

　石手川に架かる伊予鉄道　横河原線の
石手川橋梁（石手川公園駅）は、明治26
（1893）年に完成した橋梁で、原位置・現
役での日本最古の鉄道トラス橋で、鉄道
史、橋梁史でも価値があり、土木学会の近
代土木遺産に選定されています。

18 石手川橋梁
　文禄4（1595）年、加藤嘉明が6万石を
もって松前城に入りました。嘉明は足立重
信らに命じて伊予川（現重信川）を改修し、
慶長8（1603）年に松山城へ移りました。
当時の松前城は、西側は海を控え他の三面
は入江の沼地でした。

03 松前城址

　石手川と重信川の合流点付近を出合と
いい、正岡子規は中学時代の友人を訪ね時
折ここを通ったとされ子規の第１号句碑
が建てられています。文学のまちらしく水
原秋桜子の句碑があるなど、川との関わり
を感じることができます。

05 出合の句碑

　松山と南予を結ぶ道路は、重信川にさし
かかると、渡し舟を利用しないといけませ
んでした。重信川には、塩屋渡し、北川原
渡し、出合渡し、大間渡し、中川原渡し、
伽藍（ガロ）の渡し等がありましたが、現
在では渡し跡の標柱があるのみです。

04 重信川の渡し

　昔から川沿いに温湯が湧き出ていること
から湧ヶ淵と呼ばれ、美女に化身した大蛇が
通行人を淵に誘い命を奪っていたという伝
説があります。周辺は県立自然公園に指定
され、湧ヶ淵公園などが整備されています。

29 湧ヶ淵と大蛇伝説

　ＪＲ松山駅の西側、松山市南江戸町で昭
和47（1972）年に発見された、約1600
年前の古墳時代初期の堰遺構です。堰は３
つ発見され、現在、松山市考古館に出土品
等が展示されています。

23

　明和4（1767）年、堤防強化のための松が盗まれる事件がお
き、持田の村人が厳しい取調べを受けました。太郎兵衛は罪を
被り、寒い冬の朝に牢屋の中で亡くなってしまい、村人たちは霊
をなぐさめようと若宮神社に祀ったといわれています。

20　享保17（1732）年の凶作による餓死者50
回忌の石碑と座像地蔵尊、文化10（1813）
年の金毘羅道石柱道標、石積台座常夜灯（年
代不詳）、昭和18～ 21（1943～ 1946）年
の大水害による死者の供養と復興祈念の地
蔵尊、東温市の史跡に指定されています。

13

　享保の大飢饉の中、義農作兵衛は、麦種
一粒も食することなく後世に残して亡くなり
ました。尊い彼の死に対し、藩主松平定静
は碑を、明治14（1881）年には義農神社が
建立され、また、義農作兵衛の精神は、松
前小学校児童により継承されています。

02

　四国霊場51番札所。二王門の左右室に
は、運慶一門の作と伝えられる金剛力士の
逞しい立像が安置され、国宝に指定されて
います。四国遍路の始まりともいわれる「衛
門三郎の再来伝説」ゆかりの寺としても知
られています。

22

浮島神社

※湧ヶ淵の散策路は現在通行止めです。

若
鮎
の

　
二
手
に
な
り
て

　
　
　
　
　
上
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
子
規

若
鮎
の

　
二
手
に
な
り
て

　
　
　
　
　
上
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
子
規

岩堰と岩堰橋

菖蒲堰

旧石手川の痕跡と八股榎お袖大明神

左馬之助殿堤

安長堤

足立重信の墓所（来迎寺）

窪田兵右衛門の墓地 雨乞い三面

瀧姫神社

義安寺と蛍

除ケの堰堤

市之井手堰

古照遺跡（松山市考古館）

石手川の松並木と
 持田太郎兵衛（若宮神社）
石手川の松並木と
 持田太郎兵衛（若宮神社）

別府の石造物群

義農作兵衛と義農神社

石手寺と衛門三郎再来伝説

い わ ぜ き い わ ぜ き ば し

ぎ の う さ く べ え ぎ の う じ ん じゃ

く ぼ た ひょ う え も ん ぼ ち あ ま ご さ ん め ん

た き ひ め じ ん じゃ

い し て が わ ま つ な み き

も ち だ た ろ う べ え わ か み や じ ん じゃ

べ ふ せ き ぞ う ぶ つ ぐ ん

ぎ あ ん じ ほたる あだちしげのぶ ぼ しょ らいごうじい し て じ えもんさぶろうさいらいでんせつ

し げ の ぶ が わ い し て が わ す い せ い

あかさかいずみ

し げ の ぶ が わ いずみ

さ ん か そ ん い ず み やなぎはらいずみ

か ま な あ だ ち し げ の ぶ ま だ お お か わ ぶ ん ぞ う

し げ の ぶ が わ かすみてい

しょ う ぶ ぜ き

きゅういしてがわ こんせき やつまたえのき そでだいみょうじん

さ ま の す け ど の づ つ み

や す な が づ つみ

い ち の い で ぜ き

ま さ き じょ う し し げ の ぶ か わ わ た い し て が わ きょ う りょ う

ま つ や ま じょ う

で あ い く ひ

じ ぞ う

わ き が ふ ち だ い じゃ で ん せ つ

よ け え ん て い

こ で ら い せ き ま つ や ま し こ う こ か ん

27岩堰と岩堰橋

25旧石手川の痕跡と
 　八股榎お袖大明神

28市之井手堰

16安長堤

23古照遺跡（松山市考古館）

15除ケの堰堤

14菖蒲堰

03松前城址

24足立重信の墓所（来迎寺）

20石手川の松並木と持田太郎兵衛（若宮神社）

05出合の句碑

19おかよ地蔵

08窪田兵右衛門の墓地

07左馬之助殿堤

13別府の石造物群

12雨乞い三面

26松山城

18石手川橋梁

22石手寺と衛門三郎再来伝説

02義農作兵衛と義農神社

01瀧姫神社

12義安寺と蛍

04出合渡し
04大間渡し

29湧ヶ淵と大蛇伝説

04塩屋渡し

04北川原渡し

04中川原渡し

04伽藍の渡し

21義安寺と蛍

06古川霞堤

06市坪霞堤

06井門霞堤

06広瀬霞堤 06中野霞堤

06開発霞堤

06井口霞堤

06南野田霞堤
06見奈良霞堤

17鎌投げ

17曲げ出し

09赤坂泉
10三ヶ村泉

11柳原泉

伊予
横田

三
津
浜

伊
与
和
気

久米

牛渕

横
河
原

高
浜

梅
津
寺

山
西

古
町

土居
田

市
坪

岡
田

松山市

松
山

平井

田窪 見奈
良

0 4,000m2,000

1:40,000

重信川重信川 あれ
これにまつわる


